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学校教育目標の具現化に向けたカリキュラム・マネジメントの充実 
 
 
学校力開発分野（16220918）武 田 裕 一 
 
新学習指導要領の理念「社会に開かれた教育課程」実現のために「カリキュラム・マネ     
ジメントの充実」といった具体的な方略が示された。これは，各学校が理念実現に向けて    
組織体制や環境等の諸条件の整備も含め，教育課程に基づく教育活動の在り方について考   
えることを示唆するものである。そこで本研究において，カリキュラム・マネジメントの 
の充実を図るために学校研究において取り組んだ手立てについて考察を行い，その有効性 
を明らかにすることができた。 
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１ 問題の所在と研究の目的 
 「新学習指導要領」（2017．3公示）では，よ
りよい学校教育を通じてよりよい社会を創るとい
う目標を学校と社会が共有すること，そして連
携・協働しながら新しい時代に求められる資質・
能力を子供たちに育む「社会に開かれた教育課程」
の理念を実現していくことが求められている。そ
こで資質・能力の育成に向けて「主体的・対話的
で深い学びの視点からの授業改善」や「カリキュ
ラム・マネジメントの充実」といった具体的な方
略が示された。 
 「小学校学習指導要領解説 総則編」（以下 総
則）(2017)では，カリキュラム・マネジメントを
以下の 3つの側面で整理し，これらを通した教育
課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活
動の質の向上を図っていくことが重要であること
を指摘している。 
○児童や学校，地域の実態を適切に把握し，教育 
の目的や目標の実態に必要な教育内容等を教
科横断的な視点で組み立てていくこと。 
○教育課程の実施状況を評価してその改善を図っ 
ていくこと。 
○教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を
確保するとともにその改善を図っていくこと。 
 中井（2017）によれば，中堅教員を対象とした 
「カリキュラム・マネジメントと学級経営に関す
る調査」の結果，学校教育目標を具現化するた
めの学級目標は設定しているものの(64.1％)，達
成の手応えを感じている教員が少ない(38.5％)こ 
とが示された。また，児童の実態を受けて教育課
程を編成しているという認識であるが(64.1％)， 
教科等横断的な視点に欠けており(38.5％)，カリ
キュラム・マネジメントの理解も十分でない中で
(23.1％)，教育課程の編成が行われているという
実態も示された。これらのアンケート結果から学
校教育目標の具現化をめざした教育活動が十分に
なされているとは言えない現状が理解できる。一
方で，70％程度の教員が，学校研究は学校教育目
標の達成につながるという認識であることも示さ
れた。学校研究は授業改善の営みであり，授業は
学級経営の中核をなすものである。本来ならば授
業改善を行う学校研究の手応えは学級経営に反映
されるべきものである。しかし，両者の手応えの
数値に開きがあるこの意識調査から学級経営と授
業の結びつきが弱いことが言えるのではないだろ
うか。これについては天笠(2013)も「形式化した
内実のともなわない学級経営案になっている。教
育課程とのつながりが見えるようにすべきであ
る。」と指摘している。 
 以上の実態から，教員一人一人がカリキュラム
をマネジメントする力をつけ，学校教育目標の具
現化に向けてカリキュラム・マネジメントの充実
を図ることが喫緊の課題であると思われる。 
総則には，カリキュラム・マネジメントを円滑
に進めていくために，  
○教育課程の作業計画の大綱を明らかにすること。 
○教育課程の編成，実施を担当する組織を確立す
ること。 
○教育課程について理解を図ること。 
など，参考とすべき手順が示されている。 
田村学（2017）は，学習内容や学習時間，学習
順序，学習時期などが明記された単元配当一覧表
の大切さを認めつつ，各教科等で学ぶ内容や育成
される資質・能力，そこで行われる学習活動が，
それぞれどのような関係になっているのか整理す
る必要があることを指摘している。また，田村知
子（2011）は，カリキュラム表を見て教育活動の
見通しをもったり，具体的な話をしたりするなど，
協働性を生み出すマネジメントツールとしての活
用を促している。従って，以下の 3つの機能をも
つカリキュラム・マネジメント表（以下 カリキ
ュラム表）を作成，活用することがカリキュラム・
マネジメントの充実につながると思われる。 
○学校教育目標（学年・学級目標）の達成を意図
したカリキュラムの編成がなされ，学校教育目
標と授業がつながる。 
○作成を通してカリキュラム・マネジメントの
PDCAの見通しを持つことができる。また活用を
通して子供の育ちを評価して教育課程を改善
するという継続的な実践が促される。 
○学校教育目標の共有化はもとより，教育内容，
教育方法，評価規準の検討など，カリキュラム
を核とした組織の協働を生み出す。 
また，久野・八釼（2011）は，校内研修の質的
改善は，単に計画を立てたり，研究主任一人が旗
振り役をしたりしても，教職員全体による組織的
な対応がなければ効果が上がらないとし，研究主
任や教務主任などのミドルリーダーが企画を練り，
部会等で声を拾い上げながら柔軟かつ大胆な校内
研修を行う必要があることを指摘している。天笠
(2013)は，学習評価を授業改善のためのツールと
して活用すること，そこで学年主任を中心として
学級担任の協働のもとに組織的，計画的な学習評
価がなされる校内体制を整えていくことの重要性
を指摘している。すなわち，カリキュラム・マネ
ジメントに際しては，それを有効にする組織をマ
ネジメントすることが不可欠である。 
しかし，カリキュラム・マネジメントの日常化
を図るには，上述の取り組みだけでは不十分であ
る。田村知子(2011)が指摘するように，施設・設
備，時間，情報といった「もの」や予算もカリキ
ュラム・マネジメントの充実を図る上で重要な要
素であり，校長をはじめとする多くの教職員の理
解と協力の下，必要に応じて集中的に活用を図っ
ていく必要がある。 
 以上のことを踏まえ，本研究ではＡ小学校にお
いて学校研究で取り組んできた(1)カリキュラム
表の作成と活用(2)カリキュラム・マネジメントの
実践・評価・改善を促す組織のマネジメント(3)
カリキュラム・マネジメントの日常的実践を促す
環境のマネジメントの 3つの実践について，カリ
キュラム・マネジメントの充実につながる有効な
取り組みであったかを検討する。 
 
２ 研究方法 
(1)対象校における学校教育目標の具現化に向け
た取り組み 
 Ａ小学校では，2016年度よりカリキュラム・マ
ネジメント力向上のために，計画的に研修会等を
実施し，カリキュラム・マネジメントの理解を深
め，教育課程編成の演習を行い，実践への意欲付
けを図ってきた。今年度は「教師のカリキュラム・
マネジメント力」を学校づくりの土台として， 校
長の経営方針の下，人，時間，施設，予算等の人
的・物的資源の投入や協働を促す組織体制や環境
等の諸条件の整備など，カリキュラム・マネジメ
ントの充実を図る上で必要な組織や環境等の体制
が整えられた。その上で学校教育目標の具現化に
向けて，学校研究の柱として「カリキュラム・マ
ネジメントの充実」「アクティブ・ラーニングの
視点からの授業改善」を掲げて取り組んでいる。 
(2)研究の方法 
 本研究では，昨年度の取り組みの基盤を生かし，
筆者が研究主任として管理職のアドバイスの下，
カリキュラム編成部や研究推進部，教務主任等と
連携，協力を図りながら進めてきた学校研究の取
り組みである(1)カリキュラム表の作成と活用(2)
カリキュラム・マネジメントの実践・評価・改善
を促す組織のマネジメント(3)カリキュラム・マネ
ジメントの日常的実践を促す環境のマネジメント
について，学年で作成，活用したカリキュラム表
の記述や学年での話し合いの内容等から分析し，
その有効性を明らかにしていく。 
 
３ 実践と結果 
(1)カリキュラム表の作成と活用 
①作成方法 
 これまで時数や進度，指導時期のチェックが主 
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図 1 カリキュラム・マネジメント表の例 
であった単元配当一覧表をベースに，資質・能力 
の育成に焦点を当てて編成するカリキュラム表 
(前頁 図 1)を作成し活用を図ることとした。 
カリキュラム・マネジメント充実のために「目
標や実態に即して教育内容を教科等横断的な視点
で組み立てること」「カリキュラムの評価を行い，
改善を図ること」「人的，物的な資源を活用する
こと」といったカリキュラム・マネジメントの 3
つの側面を踏まえ活用できるよう研究推進部や学
年主任と話し合いながらフォーマットを作成した。 
②カリキュラム・マネジメント表の説明 
 図 1の上段は，❶学年目標を明示し❷目標に対
する児童の実態を明らかにするようにした。そし
て❸目標と実態からつけたい力を絞り込み❹教育
課程編成の構想につなぐようにした。これは，田
村知子（2011）の「目標と手立てを連関させ，一
つ一つの教育活動の目的・意味を意識して実施す
る。」というカリキュラム・マネジメントモデル
の考え方がもとになっている。Ａ小学校では学校
教育目標について，校長がめざす子ども像のキー
ワードを示し，抽象度の高い学校教育目標をより
具体的に示すことで目標の共有化が図られるよう
にしており，それを受けて学年目標を設定してい
る。本表では，さらに新学習指導要領で求められ
る資質・能力を踏まえ，児童の実態を把握し，つ
けたい力まで絞り込むようにした。これは，田村
学（2017）の「カリキュラムをデザインしていく
上で，各学校が定めている教育目標を具体的な資
質・能力として描き直すことが大切である。」と
いう指摘を参考にしている。 
計画の段階で特に留意した点は❹の過程であ
る。問題の所在で課題とした「目標具現化のため
の手立てが具体性に欠け，日々の教育活動に結び
ついていない」を受け，❹でつけたい力育成のた
めに中核となる教科・領域，関連付けて指導する
教科等を明確にして構想を練るようにした。これ
によって学校教育目標と授業とのつながりをより
意識できるようにしたいと考えたからである。 
 図 1の中段❺では，教育課程編成の構想を受け，
具体的な教育課程を編成するとともに、指導時期
や指導内容まで明確にして可視化するようにした。
これにより学年として実践すべき教育内容が明ら
かになり，見通しを持つことができるようになる
とともに，共有化を図ることができるため，組織 
として学校教育目標具現化に向けた取り組みがな 
されることが期待される。 
 ❶から❹を踏まえて❺教育課程を編成するまで
が PDCAサイクルの計画（P）に該当し，教育課程
を実践する過程が実行（D）に該当する。図 1下段
に示した ❻評価計画に従って評価（C）を行うこ
とで❼改善（A）につなげる。実践－評価－改善を
繰り返しながら❽学期の区切りではカリキュラム
の評価を行い❾次学期の教育課程編成を行うとい
う構成になっている。これは，カリキュラム・マ
ネジメントの側面の一つである「実施状況を評価
してその改善を図っていくこと。」を受け，具体的
な計画により確実な評価がなされるようにしたも
のであり，田村知子（2014）が提案する「確実な
評価が行われるようにするために，計画（P）の段
階に評価計画を組み込む。」を参考にしている。
資質・能力の評価については，どのような場面で，
どのような子供の姿で見取るのか，学年で話し合
って評価計画を立て，複数の目で見取ることで客
観性を担保できるよう配慮した。カリキュラム表
に評価を記述し，子供の育ちを学年で共有化する
際に活用できるようにした。 
 この表を活用して，❶から❾までの手順に沿っ
て取り組んでいくことが，カリキュラム・マネジ
メントの PDCAを実践することになる。一枚のシー
トに PDCAの流れが可視化されることが本表の特
徴であり，教育課程の見通しや進捗状況の確認，
振り返り等で活用を図ることはもとより，次年度
以降の実践資料として蓄積，活用することもでき
る表となっている。 
③モデルプランの提示 
先に述べた通り，カリキュラム表の作成がカリ
キュラム・マネジメントの PDCAを実践することに
なるため，カリキュラム表を作成する意図がしっ
かり伝わるようモデルプランを提示した。 
 第一に，つけたい力の文言を端的に示すように
した。抽象的になりがちな目標を共有化できるも
のにしたいと考えたからである。目標を具体的に
して共有化を図ることは実践につながると考え，
「うつくしい子→きまりをまもって行動する力」
「かしこい子→よりよく問題解決する力」のよう
に，共有化が図りやすい具体的な文言でつけたい
力を示すように配慮した。 
 第二に，つけたい力育成に向けて教育内容を教
科等横断的な視点で編成した教育課程モデルを示
した。総則では「教育の目的や目標の実現に必要
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な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立て
ていくこと。」と，教科等横断的な教育課程編成
の重要性を指摘している。そこで，つけたい力と
各教科等の目標や内容を照らし合わせ，中核とな
るもの，関連付けて指導すると効果的なものを検
討して教育課程を編成した。 
第三に，評価場面と評価方法，具体的な評価規
準を示した。プランが計画倒れになったり，評価
のない実践となったりせず，実践―評価―改善の
サイクルが機能するようにしたいと考えたからで
ある。そこで，評価が可能な具体的な子供の姿を
評価規準として例示するようにした。 
④カリキュラム表作成の実践事例 
図 1は 6年生のカリキュラム表である。この作
成過程を詳述する。図 1の❸に示されるように，6
年生のつけたい力は以下の通りである。 
＜うつくしい子＞まわりに目を向けて，自ら判断
して行動する力 
＜たくましい子＞ねばり強く最後まで取り組む力 
＜かしこい子＞様々な知識をつなげ，活用してい
く力 
これらの力は，あらゆる学習の基盤となる資質・
能力であり，総合的な学習の時間（以下 総合的
な学習）を中心とした教育活動を通して育まれる
力である。これらのつけたい力に即して教育課程
の構想が話し合われた。構想として「テーマに対
する主体的な探究学習を繰り返す中で問題発見し，
解決する能力を身に付けることができると考え，
年間を通して総合的な学習を核とする教育課程を
編成する。」と総合的な学習を中核に据えて教育
課程を編成することを述べている。さらに「問題
解決場面で，他教科で身に付けた知識・技能等を
活用できるように，各教科等を関連付けた指導を
行う。」と教科等横断的な視点による編成の意図
も示している。それを具体化，可視化した 1学期
の教育課程編成図（図１中段左側）を見ると，総
合的な学習「テーマ：Ａ市のよさ発信」を中核と
して位置付け，図工科や国語科，社会科等と関連
付けて教育課程を編成している。図工科「町の良
さを発見」では，学区の歴史的名所のスケッチを
行い，市内の名所に対する興味・関心を喚起し，
さらなる探究を促すような学習を組んでいる。社
会科「江戸幕府」「明治の政治」では，幕末とＡ
地域の藩の歴史に関する知識を結び付けて理解を
深めることができるような学習を組んでいる。国
語科「パンフレットをつくろう」では，国語科で
身に付けた知識・技能を「Ａ市のよさ発信」の学
習に活用することで，汎用的な能力の育成をめざ
している。これらの学習を関連付けて指導するこ
とで，テーマである「Ａ市のよさ」について理解
を深めたり，関心を高めたりすることができると
思われる。これは主体的な学習の展開にもつなが
り，つけたい力の育成がなされることが期待され
る。さらに研修会等で外部講師よりアドバイスを
いただき，学年会でも繰り返し検討して教育課程
の構想を練った。その結果として，カリキュラム・
マネジメントの深い理解に基づいた計画的・組織
的な教育課程を編成することができた。 
 6 年生の前年度の学級経営案には，「日常生活
を意識できるような活用する問題に取り組めるよ
う，各教科で仕組んでいく。」「物事を段階的に
思考し，判断できるようにするためにプログラミ
ング学習を取り入れる。」「総合的な学習に関連
付けて，教科を横断した学習を仕組む。」などと，
目標具現化の手立ては示されてはいるものの，図
1 のような具体的な教育課程編成の構想までは明
記されてはいない。今年度の取り組みにより，学
校教育目標と授業のつながりを意識して教科等横
断的な視点を持ち，具体的で実践可能な教育課程
が編成され，カリキュラム・マネジメントの充実
が図られたことがわかる。 
⑤カリキュラム表活用による PDCA活性化事例 
次は 5 年生の実践事例である。5 年生は，子供
たちにつけたい力として 4月当初＜かしこい子＞
「考えの幅を広げる力」を設定した。しかし，子
供たちの資質・能力評価より実態とのズレに気づ
き，2 学期より「論理的に説明する力：問題解決
的な学習展開の中で，根拠を示しながら自分の考
えを説明することができる力」と見直した。これ
は，子供の実態に応じてより具体的な子供の姿を
イメージして共有化を図り，しっかり評価しよう
と意識した取り組みの事例である。 
 また 5年生は，評価を教育課程の改善に結びつ
ける実践も行っている。5年生担任は，1学期のカ
リキュラム評価の欄で「単に知識を覚えるだけで
なく，問題解決的な展開の授業の中で習得した知
識やスキルを使って論理的に思考していくことの
大切さがわかった。」と 1学期の実践を評価して
いる。それに対して外部講師より「具体的にどの
ような知識やスキルを活用させるのかを明記して，
意識して取り組んでいくと良い。」というアドバ
イスをいただいた。それを受けて作成したものが
2学期の教育課程編成図(図 2)である。活用する知
識・技能や論理的な思考を吹き出しに示し総合的
な学習に関連付けて明確にしている。これは 1学
期の評価と講師のアドバイスを受けて，育成を図
る知識・技能や資質・能力を明確にして学習過程
の中に位置づけて指導していこうとする意思が反
映されたものである。このように，確実な評価か
ら教育課程の改善に結びつく取り組みがなされて
いることから，カリキュラム・マネジメントの充
実が図られたことは明らかである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 5年 2学期 教育課程編成図 
 
(2)カリキュラム・マネジメントの実践・評価・改
善を促す組織のマネジメント 
 組織を機能させるためには，管理職の理解の下，
教務主任や学年主任等との連携・協力が不可欠で
ある。そのような体制が整えられた上で，以下の
各種研修会，部会等の取り組みがなされた。 
①カリキュラム・マネジメント研修会 
 年度初めや学期末などの区切りに，全職員が参
加してカリキュラム・マネジメントについて学ん
だり，教育課程を編成したりする研修会を行った。
これについては，前年度より段階的に導入が図ら
れており，講話や演習を通して，A 小学校の教職
員は，カリキュラム・マネジメントに関する理解
を深めるとともに実践意欲を高めてきた。 
 今年度はさらに実践に即した研修会としての機
能を強め，カリキュラム・マネジメントの PDCA
サイクルを円滑に回すための準備や話し合いの場
として活用してきた。田村知子（2011）は，計画
段階から多くの教職員の参画を促し，組織全体が
共通理解のもとで実践がスタートできるようにす
ることの重要性を指摘している。そこで本研修会
において，全職員がカリキュラム・マネジメント
についての理解を深めるだけでなく，計画(P)段階
で教育課程編成を通して学年の先生方が実践の見
通しを持ち共有化を図ること，さらに外部講師よ
りアドバイスをいただき実践可能なプランとする
ことで確実な実践に結びつけるようにした。 
評価(C)についても，学年で話し合い，評価計
画（教科，評価場面，評価方法，評価規準）を立
て，カリキュラム表に記し，可視化するようにし
た。これは評価計画の重要性を指摘した先述の田
村知子の考えに基づくものである。評価計画に基
づいて確実な評価がなされるようになったため，
評価―改善のサイクルが機能するようになった。 
②学年主任会（カリキュラム編成部会） 
 通常の学年主任会とは異なり，学年主任が中心
となりカリキュラムをマネジメントできるように
学年主任をサポートする組織を編成した。校長，
教頭，学年主任，教務主任，研究主任で組織し，
学年主任や教務主任，研究主任の連携・協力が図
られ，カリキュラム・マネジメントを推進してい
く組織である。部会で話し合われる内容は，互い
の学年の実践状況や評価についての情報交換，マ
ネジメント上の課題等である。今年度は学期１回
の開催であったが，他学年の実践を知り，学年の
カリキュラムを見直す良い機会となった。 
③学年会（カリキュラム・タイム） 
通常の学年会とは異なり，カリキュラムについ
て話し合うカリキュラム・タイムを設定した。学
年主任を中心に，各学級におけるカリキュラムの
実践状況や評価，課題，改善点等について話し合
う時間である。これは先述の天笠の指摘を受け，
学年主任を中心として学級担任の協働が生み出さ
れる取り組みである。評価計画に基づいて学習の
区切りで評価したり，評価を受けて教育課程を見
直し改善を図ったりする話し合いの時間とした。
話し合いの結果が可視化されるようにカリキュラ
ムボード（図 3）に書き込んだり，カリキュラム
表を更新して掲示したりするように働きかけた。 
日常的に学年会は行われてきたが，学年目標の
具現化に向けた教育課程の在り方や目標に照らし
た子どもの育ち等について語り合う時間としては
機能していなかった。カリキュラム・タイムをカ
リキュラムに特化した話し合いの時間として設定
したことで，カリキュラム・ボード（図 3）に書
き込まれているように，カリキュラムについて語
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り合い，考える時間として活用することができた。 
 ④実践事例 
 カリキュラム表作成の❷❸の過程においてどの
ような話し合いがなされ，学校教育目標の具現化，
共有化が図られたのか，2年生の事例を述べる。 
カリキュラム表作成の手順に従って計画(P)の
段階において，❶学年目標を設定した後❷児童の
実態と合わせて❸育成すべきつけたい力について
話し合った。表 1は 2年生の学年目標とつけたい
力である。 
表 1 学年目標とつけたい力 
 うつくしい子 たくましい子 かしこい子 
学年目標 なかよく力を
合わせる子 
さいごまでがん
ばる子 
よく聞き，よ
く考える子 
つけたい力 思いやる心 あきらめない心 伝え合う力 
まず学年目標に即して子供の実態について話
し合われた。かしこい子を例にとると，学年目標
「よく聞き，よく考える子」の 4月当初の実態と
して，「友達や先生の話をよく聞こうとする子が
多いが，互いの意見のやり取りは不十分である。」
「友達の意見を理解するだけでなく，自分の考え
と比べて聞くことができる子になってほしい。」
「コミュニケーションが苦手，自信を持たせてコ
ミュニケーションの輪を広げたい。」などが出さ
れた。これらの実態からつけたい力を「伝え合う
力」として「お互いの意見をやりとりする中で，
相手の意見を理解するだけでなく，自分の考えと
比べて聞き，よりよいものにできる姿」をめざす
ことが確認された。つけたい力についてより詳し
く語り合えたのは，学年目標の文言の確認で終わ
らず，子供の実態やつけたい力について話し合っ
た❷❸の過程が有効に機能したためである。 
 (3)カリキュラム・マネジメントの日常的実践を
促す環境のマネジメント 
校長の経営方針の下，人，時間，施設，予算等
がカリキュラム・マネジメント充実のために集中
的に活用される体制が整えられたことは先述の通
りである。具体的に言えば，研究部の組織（カリ
キュラム編成部，研究推進部，授業実践部等）の
見直し，各種研修会，部会，カリキュラム・タイ
ム等の時間の確保，研修会等の外部講師招聘に関
わる人材および予算の確保，情報の管理，活用に
関わる研修場所（研究センター）の確保等である。 
カリキュラム研修会を例にとれば，年度当初や
長期休業日にまとまった時間を確保し次学期のカ
リキュラム作成を行うことができた。また外部講
師を招聘してアドバイスをいただくことで，プラ
ンを見直し，実践可能なプランを作成することが
できた。このように時間や人等の環境を整えるこ
とで，確実な実践(D)が促された。カリキュラム・
タイムや研究センターについても，話し合いを行
うための時間や場所を確保し，話し合いに活用す
るツール（カリキュラムボード）を準備すること
で，学年ごとにカリキュラムの実践状況を話し合
ったり，子供の育ちを評価したり，教育課程の見
直しを図ったりすることができるなど，場所，時
間，ツール等を有効に活用することができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 カリキュラム・ボード 
 
４ 考察 
本研究では，管理職のアドバイスや同僚の協力
の下，「カリキュラム表の作成と活用」「組織のマ
ネジメント」「環境のマネジメント」など，カリキ
ュラム・マネジメントの充実を図る実践を行い，
その有効性を確認することができた。 
 カリキュラム・マネジメントという用語につい
ては，「初等中等教育における当面の教育課程及び
指導の充実・改善方策について」(2003)が初出で
あるが，先述のアンケート結果より，その理解に
ついて十分であるとはいえない学校が多い。 
Ａ小学校では、昨年度より研修会や演習等を行
い、カリキュラム・マネジメント充実に向けて準
備を進めてきた。今年度に入り、カリキュラム表
のフォーマットやモデルプランの提示でスムーズ
に教育課程編成作業に取り掛かることができたの
は，これらの素地があったからである。今年度は
カリキュラム表を作成，活用し PDCAの活性化を図
るために，研修会や部会を開いて話し合ったり，
講師のアドバイスを受けたりする機会を設けてき
た。その結果として実践事例の 6年生のような総
合的な学習を中核とする教科横断的な教育課程の
編成，5 年生のような育成を図る知識・技能や資
質・能力を明確にして学習過程の中に位置づけた
教育課程の編成など，カリキュラム・マネジメン
トの深い理解に基づいた計画(P)がなされた。これ
らはカリキュラム・マネジメントの充実が図られ
た取り組みであるといえる。 
 また，総則において「学校教育目標を具現化し
ていくためには，学校全体の組織で教育課程の編
成について共通理解を図り，協働で取り組んでい
く必要がある。」ことが指摘されている。本研究に
おいて，カリキュラム表を活用して PDCAサイクル
を実践する過程で，学年主任を中心として様々な
協働が生み出された。フォーマットの検討からモ
デルプランの提示，研修会での外部講師によるア
ドバイス，各部会における情報交換等，カリキュ
ラム・マネジメントの中心となる学年主任への働
きかけを行ってきた。これにより学年主任がカリ
キュラム・マネジメントへの理解を深め，PDCAサ
イクルの見通しを持ってマネジメントに取り組ん
だことで，学年会が機能し，PDCAの活性化につな
がった。またそれらが機能するために場や時間を
確保したことも活性化を促す上で大切なことであ
った。学年の話し合いによって具体的なめざす子
供の姿を共有化して実践がなされた 2年生，カリ
キュラム・タイムや研修会等における話し合いを
もとに確実な評価を行い教育課程の改善に結びつ
けた 5年生など，どちらも学年で協働してカリキ
ュラム・マネジメントの充実を図る実践となった。 
 
５ 到達点と今後の課題 
 天笠(2016)は，「教育課程を核として協働を生
み出し，組織や環境全ての機能を集中させて学校
教育の具現化を図る営みがカリキュラム・マネジ
メントである。」としている。本研究において検
討した取り組みの有効性が明らかになったが，そ
れぞれの取り組みが機能するように学校全体をマ
ネジメントすることがカリキュラム・マネジメン
トの充実につながる。Ａ小学校の取り組みのよう
に，カリキュラム・マネジメントの充実という重
点課題を選択し，それに対して学校の能力と資源
を集中させて実現を目指す選択と集中が達成の鍵
を握ると思われる。Ａ小学校では，カリキュラム・
マネジメントの充実により，つけたい力の育成と
いう視点で繰り返しカリキュラムの見直しを図っ
てきた。その姿から，授業を中心として学校教育
目標の具現化を図ろうとする教職員の意識の高ま
りを実感し，この研究の有用性が明らかになった。 
今後は，カリキュラム・マネジメントの実績を
積み重ね，単元配当一覧表と往還しながらＡ小学
校独自のスタンダードカリキュラムにつなげてい
きたいと考えている。また，子供や地域の実態に
合わせて日々カリキュラムを更新し続ける努力も
継続していきたい。 
 
注 
1)中井義時(2017)が実施した県内中堅教員 83名
（経験 10年目の小学校教員 39名，中学校教員 34
名，特別支援学校教員 10名）に対するカリキュラ
ム・マネジメントと学校経営に関する調査
(2017.4.14実施)より 
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